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て行った．衛生研究所には 4 頭の甲虫が持ち込ま
れ，そのうち 3 頭はジンサンシバンムシであった
が，残る 1 頭はヨコミゾドロムシの長翅型であった．
本種はこれまで名古屋市における記録が無いと思
われるので，ここに記録しておく． 

1 ex．， 愛知県名古屋市緑区東神の倉，採集日は
不明，上手雄貴保管．

今回ヨコミゾドロムシが得られた住宅の近くに
は扇川が流れているが，水質はかなり悪化してお
り，発生源が本河川なのかは不明である．いずれ
扇川における調査も行いたいと考えている． 

末筆ながら，今回の事例に関して様々な情報を
頂いた名古屋市緑保健所生活環境課環境衛生担当
の方々，および名古屋市衛生研究所の横井寛昭氏
に厚く御礼申し上げる．
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【短報】伊豆諸島青ヶ島からのキンケツツヒメゾウ
ムシの記録

キンケツツヒメゾウムシ Phaenomerus foveipennis 
(Morimoto, 1961) は，本州，四国，九州，伊豆諸島，
対馬，琉球，台湾から生息情報のあるゾウムシ科
の小甲虫である（森本 , 1984; 小島・森本 , 2004）．

伊豆諸島からは三宅島，御蔵島，八丈島から記
録されている（Morimoto & Miyakawa, 1985; Kojima 
& Zhang, 2013）．

伊豆諸島青ヶ島のゾウムシ相については，衣笠
（1981）や Morimoto and Miyakawa (1985)，最近で
は Kojima (2011) によって報告されているものの本
種の記録は見当たらない．筆者は同島において本
種を確認しているので報告する．

1♂3♀♀, 東京都青ヶ島村池之沢 , 2. VII. 2014, 筆
者採集，保管．

青ヶ島初記録．耕作地の縁に生えていたホルト
ノキが地上 1m ほどの高さの株を残して伐採され
ており，本種は切り株の樹皮上に開いたキクイム

シのものと思われる小孔を出入りしていた．
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 図1．青ヶ島産キンケツツヒメゾウムシ. A, ♂（左）；B, ♀
（スケールはともに0.5 mm）．

図2．A, 畑の縁のホルトノキの切り株; B, ホルトノキの樹皮
上に開いた穿孔（青ヶ島村）．


